
社会運動としてのフェミニズムを再考する
― 北原みのり著『フェミの嫌われ方』を読みながら―

Rethinking on Feminism as social Movement :

A Book Review“How is a Feminist hated?”by Minori Kitahara.

井上 芳保，伊藤 奈緒，北原みのり

はしがき

ある種の社会運動を当事者の抱える生きづらさの表現として捉える観

点を私は提示してきた．「痛み」を抱えた人々の態度設定のありようを深

く厳密に問わねばならない．フェミニズムを事例にこの課題に応えよう

と構想された研究会の成果に基づく試論を展開する（４節）．

以下に掲載するのは，2006年３月17日に札幌学院大学Ｃ－403教室に

て開催された社会臨床研究会第２回の記録である（１－３節）．表記の伊

藤，北原のお二人を東京からお招きして行った．

当日は，伊藤がまず北原みのり著『フェミの嫌われ方』（新水社）の内

容に関わって何点かの問題提起を行い，北原がそれに対してコメントを

しながら自分の考えを開示していくという形で進行した．その後，他の

参加者からの発言が続いた．本学人文学部の教員はじめ学内外の研究者，

一般市民の方々が多く集まり，盛会となった．

伊藤は壁にぶつかった後のフェミニズムがどう状況を打開していける

かという関心から「開き直る」というより「ひがむ」という態度の有す

る可能性，価値転倒ではない方向が生まれてくる可能性に着目している．

北原はラブピースクラブという場を創り出した当人であり，フェミニズ

ムが実際に直面するさまざまな困難や問題点について多くの指摘をした

後，今は組織を経営的に上手く運営していくことに関心が向いているこ

と，あきらめずに連帯をめざしていくことの大切さなどを話題としてい

る．質疑応答でもラブピースクラブという実践や女性による新しい社会

運動の可能性について多様な観点から意見が出され，伊藤，北原もそれ

に応答し，全体として密度の濃い議論が展開されたと思われる．

できるだけ当日の研究会の臨場感をそのまま残すことにした．テープ

起こし作業については，この研究会の場に参加し，当時札幌学院大学社

会情報学部３年生で井上ゼミに所属していた鈴木圭一，札幌学院大学人

文学部２年生（現在４年生に在学中）の黒川菜月が担当している．なお

質疑応答部分ではやや冗長なので井上の判断で割愛した箇所がある．

（井上芳保)
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開催のあいさつ

井上 今日はお集まりいただきましてありが

とうございます．この社会臨床研究会，今日

が二回目になります．今回初めてお会いする

方もいらっしゃいますから，最初に趣旨を簡

単に説明しておきます．私やこの研究会を一

緒に進めていこうとしている仲間が最近たい

へん気にしていることとして，何か厄介事が

あった際に何でも心理次元に還元して片付け

てしまいがちではという問題があります．カ

ウンセリングブームや小中学校で無償配布さ

れている「心のノート」などがまさしくそう

した例なのですが，何でも個人の内面の，心

の問題にされてしまうということが起きてい

ます．この研究会ではこうした動きが何を意

味しているのかさまざまな角度から光をあて

て検討して行きたいと思っていますし，また

そうした動きに抵抗する可能性をいろいろと

探っていきたいということも考えています．

「社会臨床」は「心理臨床」に対抗することを

少し意識してつけられたものです．日本社会

臨床学会という団体がありますし，私自身が

その会員ですが，この研究会はそれとは直接

の関係はありません．

前回の2006年２月２日には「セックスお助

け隊」をコーディネートしているキム・ミョ

ンガンさんをお招きして「近未来のセクシャ

リティを予測する」というテーマで行いまし

た．「セックスお助け隊」というのはセックス

レスで悩んでいる女性に「心のケア」だけで

はなくセックスのケアサービスを提供すると

いう斬新な試みです．長年にわたってご夫婦

がセックスレス状態の女性やシングルで仕事

一筋で生きている女性がキムさんのところを

訪れています．結局，対症療法ではないのか

という批判もありますが，私はこれを心理主

義化に抗して社会を変えていく実践の一つと

して可能性のある試みだと考えています．む
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ろん問題がないわけではないし，手放しで絶

賛というスタンスを私がとっているわけでも

ないのですが，一応そのようには言えます．

今日はお二人の方をゲストにお招きしてい

ます．北原みのりさんと伊藤奈緒さんです．

北原さんは皆さんよくご存知のようにラディ

カルなフェミニストであり，ラブピースクラ

ブを主宰していらっしゃいます．ラブピース

といっても「愛と平和」ではないんですね．

ピースは「かけら」とか「断片」という意味

のほうで「平和」とはスペルが違います．つ

まりラブピースというのは「愛のかけら」と

いうことで，北原さんはバイブレータという

女性のためのセックスグッズにそのような

ネーミングをしているわけです．ラブピース

クラブはそうしたセックスグッズを販売する

という形で女性の自立をサポートする実践を

しているところです．ラブピースクラブも前

回のキムさんと同様で社会を変えていく貴重

で斬新な試みであると思います．

他方の伊藤さんは東京大学の大学院生で社

会学を研究していらっしゃいます．特に社会

運動について検討することをご専門にされて

います．私の理解するところでは，運動に参

加するか否かという態度選択のボーダーライ

ンのような部分に関心がおありで，これまで

アイヌ問題に関する社会運動の支援者を対象

に調べていらっしゃいます．運動に参加した

いけれども，いろいろな事情があって躊躇し

ている人，非常にその運動が気になりながら

も参加には踏み切れないでいる当事者の問

題，あるいは逆に当事者ではないのに運動に

どっぷりと漬かった状態になっている人の抱

えている特有の問題といいますか，そのよう

な微妙な状況にある方の意識のことなどをお

調べになっているようです．

今回は，このお二人においでいただきまし

たので，フェミニズムというものを一つの社

会運動として捉えて，そのさまざまな可能性

について掘り下げて行けるような場にできた

らいいなと思っています．後でフロアの皆さ

んにもいろいろ自由に意見を出していただき

たいと思います．

伊藤さんの方で問題提起のレジュメを用意

して下さっていてお手元に回っているかと思

います．まずそれに則して話してもらいたい

と思います．北原さんの『フェミの嫌われ方』

という著作を主な対象としていくつか問題を

出しているペーパーです．そのあとで北原さ

んにもお感じになったことをフリーに語って

いただくという形で進めたいと思います．そ

れでは伊藤さん，お願いします．

１．伊藤報告

１－１．社会運動としてのフェミニズムの周

辺とその多様性

伊藤 今日の私のレジュメのタイトルは「開

き直りではないフェミニズム，開き直るまで

のフェミニズム」ということで，北原みのり

さんの本『フェミの嫌われ方』を読んで聞い

てみたいことをまとめました．論文の形でま

とまっていないんですけれど，これに即して

問題を出していきたいと思います．

私は先ほど井上先生からご紹介いただいた

ように社会運動の研究をしている大学院生な

のですが，もともとその出発点というのは，

自分が高校生の時の運動参加者に対する偏見

や違和感や嫌悪感と，それとあと，まあ後に

なってから出てきたそれらへの反省と疑問で

した．だから今でも，運動不参加者や敵対者，

傍観者は運動をどのように感じているのか，

サクセスストーリーではなくて，むしろその

運動に違和感を感じたり，部分的に共鳴しつ

つも部分的に反発している人々の，そういっ

た葛藤や揺れに興味があるんですね．

北原さんの本でも，どうしてフェミニズム

がそんなに嫌われるのかと問題提起してい

らっしゃいますが，最近よく「フェミナチ」

という言い方を聞きます．あからさまなフェ

ミニズムへの反発というのが確かにありま
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す．それと同時に，社会運動について私が調

べているケースと同様，どっちでもいいとい

う無関心の層もいると思いますし，または自

分の女性として被る不利益を感じていながら

も，フェミニズムには共鳴できないという葛

藤を持つ方もいます．そして，共感はしてい

るのだけれども，まだそのフェミニズムの運

動に関わっていると意思表明できないという

方もいます．様々な方がグラデーションのよ

うな形で存在していると思います．つまり多

様な層がフェミニズムの周辺にいるように思

います．

私が思うに，運動というのは，どんなフェ

ミニズムであっても，傍観者や潜在的な支持

者，場合によっては運動の敵対者というもの

によってこそ，実はその幅が広げられている．

というか，運動の可能性を広げてくれる存在

にもなりうるんじゃないか．だから不参加者

というのを切り捨てるのではなくて，もう

ちょっと不参加者や運動の周辺にいてうろう

ろしているような層にも目を向けていっても

いいのではと，自分の研究では考えているん

です．

フェミニズムは一人一派という言葉にもあ

りますけれども，フェミニズムを自称してい

る場合でもそうでない場合でも，女性の様々

な動きというのがあって，そういった運動の

周辺と言えるのか，敵対と言えるのか，それ

とも潜在的支持者と言えるのかわからないん

ですけれど，そういった多様な人たちにもど

んどん注目して，フェミニズムの幅を広げる

ということを検討してみたいと思いますね．

それはフェミニズムの嫌われ方ではなくて，

その好かれ方，もうちょっと見方を変えて

フェミニズムに関わっていく人達であるかも

しれないし，例えば，意外に自分と近かった

と気付いたりすることになるんじゃないかな

と，というようなことに目を向けていきたい

と思います．

１－２．「自信」をどのように持つことができ

るか

まず「「自信」をどのように持つことができ

るか」です．「やばい Love論」という章

が，北原さんの『フェミの嫌われ方』にあり

ましたが，プロデューサーのつんくの，あま

りに硬直した女性像というのに愕然として，

それが一定程度女性の自己意識に影響を与え

てしまっているということに関して北原さん

はこのように分析しています．

「ただ，なんとなく，つんくのラブ論のむ

ちゃくちゃな論調に，『なぐさめられまし

た 』なんていっている女たちの顔やコメン

トを思い出すたびに，悲しい気持ちになるの

だ．それをもったいぶって取り上げる，女性

誌がなんだかイヤ～なのである」（P.56）

「オンナの場合は，自信がないどころか，自

分を否定的にみることの方が多いように感じ

てしまう．自分の現状を，肯定的に見ること

のできない人が多いのではないか．」（P.57）

女性たちはつんくに好かれたことが嬉しい

んじゃないんですよね．つんくの背後に見え

る男性社会というものから自分が歓迎される

ことが嬉しい，オヤジといいますか，そういっ

たオヤジ予備軍ですとか，男性社会から歓迎

される存在であるのを認められたことが「な

ぐさめられました 」とかにつながると思う

のですね．その理由として，北原さんが見抜

いていらっしゃいますように女性が自分自身

を肯定することが難しく，男性の目線を通じ

てしか自分の評価を変動させることが出来な

かったということがあります．私もこれは全

く同意見なんですね．

では，この状況をどう乗り越えるかと考え

たときに，北原さんは「男に愛されなくたっ

て，男にもてなくたって，いいじゃん 」，「女

の人，もっと自信をもとうよ」という処方箋

を示してくださいました．私が定義する，開

き直りというか，従来の価値の棄却です．転
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換までいかなくても棄却ですよね，「男にもて

ることが女性の幸せなのだ」という価値観を

棄てるのですから．北原さんが共鳴している

「anan」や「FRAU」などにみられる「知的な

女はセクシーである」（P.63）というメッセー

ジは「勉強に熱心な女の子は魅力がない」と

いう，これまでの通念をひっくり返すという

意味で価値の逆転ともいえるのですね．

開き直りというか，こういった価値の棄却

や価値の逆転というのは強力な作用を持つと

思っているんです．ただ，その反面，どのよ

うに自信をとり戻し，どのような価値を棄却

するのかというプロセスの部分が一足飛びに

なっちゃうと思うんですね．もちろん価値の

逆転が出来れば，あるいは開き直りとか，棄

却が出来れば，私もとても有効だと思うんで

すけれども，ただ女性がこれまで身体化され

てきたり，内面化されてきたような支配的な

見方や差別意識から逃れるのは結構困難で

す．

ただそれには「開き直ればいいんじゃん」

というような安易なケースも入っていますか

ら吟味が必要です．いい開き直りの可能性と

いうことになります．なかなか簡単にいい開

き直りができないところがあって，その価値

からいい形で開き直っていくプロセスに私は

すごく興味があるんですね．そういった価値

の逆転は不可欠なのだけれど，うまい方法が

わからずに皆さん苦しんでいるのではないの

か，もちろん自分も含めてですが，苦しんで

いるのではないかと思っています．

１－３．開き直れず，ひがむという地点で

そこでオルタナティブではないんですけれ

ども，もう一つの考え方として，開き直れず

にひがむという地点にもちょっと目を向けて

みようということを考えました．自分の中に

も染み付いている差別意識を問題化せずに向

き合った場合，まあ価値の逆転が出来なかっ

た場合にどうなるのか，その一つとして私は

「ひがむ」という態度を考えているんです．

開き直りが従来の価値の逆転もしくは価値

の棄却であるのに比べて，ひがみというのは

価値の逆転をはかっていないというか，はか

れないでいる段階だと思うんですね．それは

「開き直ればいいじゃん」とか，「そんなの無

視すればいいじゃん」と言われながらも，や

はり「自分だって男性にもてたい」，「好かれ

ないと自信が持てない」という感情をそのま

ま捨てずにいる状態です．

「ひがむ」というのは基本的に引き受けるこ

とだと考えられます．もちろんこういったも

のは，結局，女性の抑圧された感覚っていう

のを肯定してしまうという問題がありまし

て，もちろん下手をすると支配的な男性社会

の目線を結果的に温存してしまいます．また

「そういったってしょうがないじゃん，それ以

上考えるのをやめてしまおうよ」という諦め

のような問題も生ずると思います．また仮に

女性同士が，そのひがみというネガティブな

意識を求心力として連帯できたとしても，そ

れがフェミニズムに即つながるということは

ないと思います．

北原さんも『オンナ泣き』で言及している

林真理子さんは，当時は「ねたみ，ひがみ，

そねみ」という言葉に代表される現実を描い

た作家ですね．職場で能力があっても「美し

くない」と判定された女性というのは，如何

に生きづらいか，社会でどのような反応に直

面しているのかを暴露して多大なインパクト

を与えました．それはその当時の多くの女性

たちの共感を得たと思います．ただ，同時に

とはいえ林さん本人が一部のフェミニズムの

主張，容易に価値の逆転を意図するような主

張に対してはむしろ反発していて「自分はま

じめな労働者だ」，「まじめな社会を生きてい

くんだったら，簡単に社会のことをひっくり

返すなんて言うのは逆に不誠実だ」というよ

うなところもあったんですね．

しかし，「ひがむ」という感情は，考えよう
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によっては時として自分と社会との関係とい

いますか，つながりというのが如何に強烈で

あって，だれもそこから逃れられない，高み

から見ることが出来ないんだということを再

確認させる効果を持つと思います．

そこでその事例として私が今回読んだ本か

ら取り上げたいと思います．一つは浅野千恵

さんという社会学者による『女はなぜ痩せよ

うとするのか』です．浅野さんは摂食障害の

経験を持つ女性にインタビューを行って成果

を本にまとめた方ですが，摂食障害の経験を

話してくれた「Ｆさん」の語りの中で，この

ように「ひがみ」を位置付けています．

「 ひがみとかをふくめてものをいってもい

いし，そういうことをふくめて問題にできる

んだっていうことに気づかされたというか．

私はひがまされているんだ，からかわれてい

るんだっていうふうに思えたことかなあ．>」

（浅野，1996：148）

ひがみながらミス・コンテストに反対して

もいいんだ．ひがみっていうのは自分の勝手

な個人的な感情だから，そういうのは抜きに

して運動やらなきゃならないと思っていたら

しいんですね．それでそれまで女性の賃金差

別だとか，そういう問題にばかり関わってき

たＦさんが，やっぱりひがみとかを含めて自

分の感覚をよりどころというか，起点，出発

点にしながら運動をやっていいんだって思っ

たらしいんです．それに対して浅野さんはど

ういう分析をしているかというと，Ｆさんは

自分自身の感情をよりどころにしながら，自

分のおかれている社会状況を読み解くための

道具を獲得したといっています．

実はこの後の注をみると，Ｆさんからのお

手紙を分析者の浅野さんが貰ったらしいんで

すね．そのお手紙を読んで浅野さんがこうい

うことを言っているんです．「差別を受けた者

自身が差別の論理を内面化してしまうこと

は，日常的に差別を受けている状況，あるい

は日常的に暴力にさらされている状況をその

個人が生きぬいていくためには，程度の差こ

そあれ，不可避なことだと私は思う．…中略

…しかし，いささか楽観的に聞こえるかもし

れないが」．それで，この中略というところに

浅野さん自身も，まあ自分もそのようにして

生きぬいてきたと言っているんですね．

「しかし，いささか楽観的に聞こえるかもし

れないが― ，そのような自分自身の中に巣

くう自覚的・無自覚的な差別や暴力」を結局

自分も既存の価値観に沿って判定してしまっ

ていると，そういうことだと思うんですよ．

「差別を発見し，ひとつひとつ解体していく作

業を続けていくことが，フェミニズムのめざ

すところであると私は思っている」と．浅野

さんがここで「発見し，ひとつひとつ解体し

ていく」というように，「『差別の論理』を内

面化してしまう」ということは，実は社会に

訴えかけることと矛盾しないと思うんです．

実際Ｆさんは，ひがんでいる自分を直視して，

それを一気に解消しようとはしないで，それ

を抱え込みながら「ミス・コン」の反対運動

に加わっていったということです．

これは，言い換えれば次のように言えるん

じゃないかと思うんです．すなわちそれは，

社会に対する異議申し立てをするのであって

も，その個人が直ちに首尾一貫した対抗的価

値観に沿って自分を変えるべきだという義務

など負う必要はないんじゃないかということ

です．女性は時に差別的であったり，時にそ

うじゃなかったりする，そういう一貫性のな

い混乱した自分のままで，フェミニズムに関

わることが出来るんじゃないのかと私は考え

るのです．

だから，この点は，ウーマン・リブの中心

的担い手といった田中美津さんが，それまで

あぐらをかいて話していたくせに，好きな男

が入ってくると急にそれを正座に変えてし

まったということを「とり乱し」といって，

それをみっともないって捨てたり，運動に
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とって足かせになるんだといってそういう感

情を捨てるんじゃなくて，むしろそういった

「とり乱し」にこそウーマン・リブの核心的部

分があるんじゃないかって言ったんですね．

そういった点も関係するんじゃないかと思い

ます．

林真理子さんが当時注目されたのはやっぱ

り美醜へのとらわれという自分自身も免れて

いない状況を，もちろん彼女にしても解体は

出来なかったと思うんですけど，少なくとも

それを発見したことを否定しなかったからで

す．これはたぶん，「私差別していないわよ．

みんなが勝手に差別している」っていって「自

分は関係ないよ」という態度をとっていたら，

意外にその当時共感されなかったと思うんで

すね．

私が思うに「私も差別意識があるよ」とい

うことを隠さずにむしろ出しちゃったからこ

そ，― もちろん林さんはそこまで戦略的に

やっていないとは思いますけれど，― 多く

の人の共感を得られたんじゃないかと思うん

です．そういった点で開き直ると同時にひが

むという感情に向き合うこともいれてみたい

と思います．

１－４．価値の逆転を明示しないフェミニズ

ムが出現している

そのことと関連して言っておくと，もちろ

ん，私は開き直りのフェミニズムというのを

無意味と思っているのではありません．建前

であると言い切るのもおかしいと思います

し，ひがみが実感で開き直りが建前だとかそ

ういう構造を言っているのでもないんです

ね．もちろん，人によってはひがまない人も

いるし，本当にひがまないときがあるという

のはわかるんです．ただ，同時にだから言え

るかもしれないのは，そのときそのときの社

会を写しながらフェミニズムは変幻自在な存

在じゃないかということです．だから開き直

りのフェミニズムが出てくるときもあるし，

逆にひがみのフェミニズムというのが出てき

てもいいんじゃないかと思っているんです．

その時代，その時代によってフェミニズ

ムっていろんな顔を見せている．しかも，見

えやすくなっている．どんなフェミニズムが

見えやすくなるかっていうのはすごく時代を

写していると思うんですね．そういうことを

考えたんです．

付け加えれば，卑怯なフェミニズム・バッ

シング，私がさっき言いましたような，「フェ

ミナチ」だとかそういったラベリングにはも

ちろん徹底的に対抗しつつも，そういった表

面的にはわかりにくいんだけど，フェミニズ

ムと共鳴したり，少なくとも対話できるよう

な周辺の動きに接近してみたら面白いのでは

ないかと思っています．

ここで念頭においている事例は，まあ有名

なんですが，皆さんもご存知の「負け犬の遠

吠え」現象と『美人になりたい・うさぎの整

形日記』や『自分の顔が許せない』の著者で

ある中村うさぎさんの試みの二つです．

「負け犬」の表現にもありますように，「30

代，未婚，子どもなし」に該当する層を著者

の酒井順子さんは「負け」と定義しました．

酒井さんは，彼女たちこそ自由なんだとか，

ああいう生き方が豊かなのだとか，逆に開き

直る，開き直るというか，価値を簡単に逆転

しちゃったら，あんなに読まれなかったん

じゃないかと思うんです．そういうふうに価

値の逆転をしないで，どんなに美人で仕事が

出来ても，まあ30代，未婚，子なしだったら

負け犬なんだなという強烈なメッセージを酒

井さんが送って，一旦社会の価値観を引き受

けてしまう．うまいんですね，やりかたが．

戦略的に入れてしまう，取り込んでしまう．

だけれども，負け犬ですが，それがどうした

のって問いかけることで社会が面白がって

「負け犬」「負け犬」って彼女たちにラベリング

をすればするほど，じゃあ「勝ち犬」はどう

なのかという，コインの裏側の問題を浮上さ
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せてしまうんですね．それが読者に「じゃあ

勝ち犬はどうなのか，それほど豊かで楽しい

のか」という疑問を生じさせて「こんな社会

で勝ち犬になることなんてむなしい」と，無

意味さ，無意味さというか薄さみたいなもの

に嫌でも辿り着かされてしまう．そういうう

まいことを酒井さんはやっていると思いま

す．

一方の中村さんは，自らのファッションや

美への強烈な執着を明らかにしています．著

作に『美人になりたい』とありますが，それ

を公言して整形手術の場面を公開したりし

て，２週間ですよね．もちろん中村さんの場

合は，整形手術や美人になりたいという表明

は，男性の目線じゃなくて，もてるためとい

うより，自分のなりたい姿に近づきたかった，

近づくために整形手術をしたと言っていま

す．整形の前のほうが意外に丸顔でもててい

たんだけれども，そんな弱いように思われた

くなかったから整形したとも言っています．

だからまあ，もともと，そういった支配的な

女性像というのと無縁だったのかもしれない

んです．ただ，中村さんを，笑いをとってい

るとか，ネタにしているだけと読みすごすの

じゃなく，なんか面白いこと言っているなっ

て思っているんですね．それが次のページな

んです．それは，石井政之さんというユニー

クフェイスの運動をやっている方との対談の

話を受けたときに中村さんがこういうことを

言っているんですね．

「おそらく女というものは，他者からの容姿

の判定をされる機会が多く，それゆえ自分の

肉体を『他者の目に映る客体』として捉える

癖がついてしまい，その「客体としての自分」

と「自己イメージ」とのギャップに苦しむの

だと思います．…中略…では，他者は何故，

人を容姿で判定するのか？ これについて

は，私はいまだに答えを見出しておりません．

何故ならこの私もまた，他者を容姿で判断し

てしまうからです．「人を容姿で差別するのは

やめよう」などと提唱することは虚しいこと

です．現代社会はそれをやってきたからこそ，

現実の『肉体不平等』を隠蔽してしまい，我々

はますます歪んだ自意識を抱えるはめになっ

たのだと考えます．」（中村・石井，2004：11－

12）

中村さんも自分にある差別意識とどう向き

合うかと考えたときに，「それは私とは関係な

いよ」と一蹴してしまう前に，徹底的に自分

の中にある，本当に浅ましいと言えるような

上昇願望にこだわってみちゃうんですね．そ

れが，破産寸前になっても一流ブランドを買

いあさっているとか，整形手術をしたりする

ことといえると思うんですけど，自分のこう

なりたいという美意識みたいなものにとこと

んこだわっている．

自分が囚われている願望というのを起点に

しながら，中村さんはこういうことを言って

います．それは，「自分が育ってきたのが女子

高で，すごく敬遠されている階層も同じよう

な人達で，傍から見ると恵まれている，ある

いは，可もなく不可もなくというような人が

もつコンプレックスを「恵まれたやつの贅沢

病だよ」と，「途上国の状況を見なさい」「そ

んな価値観は捨てなさい」というのは簡単か

もしれないけれども，ただその，恵まれてい

る中の小さな差異に悩んでいるからといっ

て，その地獄が浅いとは限らないと思う．逆

に目に見えない地獄だから，自分でとらわれ

ていてもわからないので，かえって闇は深い

かもしれないと思うんですよ．そういうもの

に足をとられている人たちに，私はやっぱり

興味をもってしまうし，書いていきたいなと

思う」という決意表明をしてるんです．

こういった中村さんの問題意識や好奇心と

いうのは，少しでも他人に勝ろうとする，中

村さんの言葉で言えば「どんぐりの背比べ」

「泥沼の戦い」といった，女性にとっても男性

にとっても生きづらい社会というのを温存し
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てしまうのか，そうともいえると思うんです，

ある意味では．ただし，それだけではなくて，

やっぱりその「泥沼の戦い」みたいなものを

「いらないよ」って捨てるんじゃなくて，内側

にもとことんこだわってみる．どろどろの中

を自分も戦って，自分もその中での「どんぐ

りの背比べ」に加わってみちゃう．まあ，そ

れだけではないんですけれども，あるときに

は開き直ったり，あるときには加わってみた

りと，まとまりのない自分のままだと思うん

ですけれども，そういった中に入っていくこ

とで，内側から空虚さを露呈させるか，内側

から崩していく効果も生むのだろうか．私も

いまだにこれはわからない，だから，北原さ

んをはじめ皆さんに聞いてみたいと思ってい

るんです．

北原さんはこういった，ご自身の方法論の

「弱者の開き直りの楽しさ」や「軽やかに生き

る図々しさ」っていうことを『ブスの開き直

り』という著作で書いていらっしゃいますが，

こういった「軽やかに生きる図々しさ」とか

「開き直りの楽しさ」というのは，一見してこ

の「泥沼の戦い」とちょっと異なっていると

も見えるんですけれど，だけれども中村さん

が完全にフェミニズムの敵かといったらそう

でもないような，なんか面白いことを提示し

てくれているのじゃないかとも私には思える

んです．だからこういった層に目を向けてみ

るとどんなことがいえるのか，私自身も聞い

てみたいかなと思うんですね．それがまず聞

いてみたいことです．

最後に個人的な感想で，これは本当に今回

は中身を膨らませられなかったのですけれ

ど，一読者としての私の本当に素朴な感想で

す．「マザコン」の章をとても面白く読みまし

た．あまりに新鮮で全然自分の意見を膨らま

せられなかったのが残念です．特に今の社会

がマザコンに厳しい一方でファザコンに甘

い．というかお父さんと仲良くするとなんか

麗しいじゃないんですけれども，それが容認

されてしまう．それはなんというか，彼氏と

か，恋人とか結婚相手であっても意外にそう

なんじゃないか．「私，お父さん子だから」と

言うと，意外に彼氏は「ウエー」って言わない

で，そのまま「君いいね」みたいな感じになっ

ちゃう，そういうのあるんじゃないかなと思

うんです．だから，それを見抜いて娯楽業界

が戦略を立てているんじゃないかという指摘

は非常に鋭いなと思うんです．

とりあえず以上です．

２．北原報告

２－１．ラブピースクラブをセックスお助け

隊と一緒にしないで欲しい

北原 始めます．北原です．どうもはじめま

して．よろしくお願いします．始めに井上さ

んに紹介していただいたときに，この研究会

は今日が２回目で，キムさんの次で，「キムさ

んと同じく斬新な」って言われて，「それは違

う 」と心の中で思いました．いや，キムさ

んも斬新な活動をされているけれども，セッ

クスってことで，同じように語られることが

とても多い，私とキムさんなんですけど，私

の中では，やっぱりキムさんのやってらっ

しゃるご奉仕隊？ お助け隊？ に対して

は，私はやはり違和感はあります．

でも，今日はここでこの話をするつもりは

ないのですけども，私は一応当事者として運

動をしているという意識があります．キムさ

んの場合は「セックスがなくなってとても辛

いです」と言っている女の人達に男の人を

サービスする，つまり男性のボランティアを

派遣してセックスの機会をサービスするって

いうことですよね．それはビジネスじゃない

んですよね．

井上 まあ実際にお金は動いています．ユー

ザー女性からのカウンセリング料として２万

円，お助け隊の隊員になりたい男性たちから

とる講習会の参加費みたいな形ではね．
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北原 そうですけれど，私としては，ラブピー

スクラブはそれとは違うんですってことを言

いたいです．当事者の女が当事者のために

やっているわけですから．

井上 確かに少し違います．私の都合で一緒

くたにしてしまってすいませんでした．

北原 いえ，いいんです，いいんです．まあ

大きく見れば一緒くたなんで．ただ，当事者

であるっていうことと，私の中ではフェミニ

ズムってことと，自分の仕事っていう事は

やっぱりつながっているんですよって言う話

がありました．今日はよろしくお願いします．

この本『フェミの嫌われ方』という本を書い

たのが，何年ですかね．

井上 2000年８月５日発行になっています

よ．

北原 ですよねぇ．６年前で，なんかドキド

キするんです自分で．昔の本って恥ずかしく

て自分では読めないこともあって，今回も

『フェミの嫌われ方』を読んでくださるって聞

いてドキドキして．「知的な女はセクシー」と

か書いてたんですねえ自分で．

伊藤 あ，なんか雑誌からの抜粋です．

北原 「anan」とか「FRAU」とかに共鳴し

ていました本当に．

伊藤 はい．

２－２．フェミニズムの代表例にはなってい

ない女性たちの動きを見ること

北原 それが今，信じられないとか思って私

の中で，「人は変わるわ」とか思って話を聞い

ていて，ドキドキしちゃっていたんですけれ

ど．でも，この開き直りということに関して，

すごく面白い指摘をいただきありがとうござ

いました．

ちょっと今，混乱しているんですよ，頭が．

というのも，ここに来るまで，東京の電車の

中で『週刊文春』だったと思うんですけれど

も，「私たちが中国を嫌いな理由」みたいな特

集が組まれていて，好きとか嫌いとか，そう

いうものすごい身も蓋もないようなことで，

政策とか外交問題とかを論じるのはどうなの

と思うじゃないですか．「こんな開き直りは醜

いわ」っていうふうに思っていたんですよ．

「嫌だ，嫌だ開き直る男たちって」とか思って．

その開き直りは「本音の部分を語って，話し

合おうぜ みたいな，そういった意思も感

じられた」し，男たちからね．

でも，今の文脈で伺うと，開き直りってい

うのはフェミニズムの文脈では，既存の価値

観はどうでもいい，正しいのはこっちですっ

ていう建前になっている感じが，なんかすご

いねじれていて，ちょっと今，整理をしてい

るところだったんです．だから面白いなとか

思ってね．ふんふんなんて，全然何答えるか

考えていなかったんで困っているんですけど

ね今．だから，どんな話からしてったらいい

ですかね？

伊藤 そうですね．事例だとわかりやすいと

思うんですけれど．私がそんなにわかってい

ないのが，中村うさぎさんですとか酒井順子

さん．酒井順子さんは非常にうまいやり方で

ライターとして書いていると思うんですけ

ど．中村うさぎさんは何でああいうことした

のかな，笑いに昇華させているというか，た

だ面白くしてるんだろうかと私もわからない

んですが．あれはギャグの意味もあるのだろ

うか，と思っていたぐらいで切った場面もあ

ります．そう思っていたのだけれども，本を

読むと，なんかそうじゃないようなことが書

いてあって，非常に感銘を受けたというか．

非常に問題意識のある方で，中村うさぎさん
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が，「泥沼の戦い」というのを一蹴するのでは

なくて「もう要らないもの，無意味だよ」と

捨てるのじゃなくて，自分もその中に入る，

逃れられないんだと言っているのではありま

せんか．それで自分はその中で何が出来るだ

ろうかというようなことを考えているんで

す．

だから「開き直り」と「ひがみ」でいうと，

時々開き直るんですよ中村さんは．どういう

ことかというと，開き直るというか，時々自

分の価値観をひっくり返すんですよね．例え

ば，男にもてる顔じゃなくて自分の好きな顔

が見たかったとか．でも，やっぱりところど

ころで，一流ブランドの明らかな既存の社会

の価値観に囚われている．だからすごく中村

さん自身が面白い．いろんな要素を持った方

で，それらを自分の中で抱えながら，そういっ

た闇に興味を持つと言うのです．フェミニズ

ムといった言葉を使わないんだけれども，そ

ういった実践をされているんですね．

潜在的支持者層といえるのかもわからない

んですけど，そういった一見フェミニズムの

代表例とかにはなっていないような女性たち

の動きを見ることが大事という気がします．

そういった女性たちを巻き込んでバックラッ

シュに対抗していこうよというか，幻想を超

えた好かれ方や価値観を模索しようよという

ことはできないでしょうか．どうやったら，

卑怯なアンチフェミニズムと戦いながらも対

話が出来そうな動きというものに接近してい

けるのかと思います．私は「開き直り」と「ひ

がみ」ということで中村さんに着目したので

すが，北原さんは素朴にどう思われますか．

北原 中村さんのことを？

伊藤 ええ，どんなふうに思っていらっ

しゃってるんですか．

２－３．ぐじゃぐじゃに立てこもるよりも

「そこでは生きていかない」

北原 一度仕事で，中村うさぎさんと一緒に

なったことがあって，すごい楽しい時間を過

ごして，お友達になれるかなって思ったんで

すけど，うっかりフェミニストですって言っ

ちゃったら，「サー」って遠くのほうにひいて

行かれたのを感じて，「言わなきゃよかっ

た‼」っていうふうに思ったんですよ．だか

ら，フェミへの否定的なイメージが彼女には

やっぱり強くあるのですね．私は中村さんが

やってらっしゃるその建前の浅はかさという

か薄っぺらさみたいなことがすごく嫌なんで

す．彼女にとってのフェミニズムのイメージ

がそうなんだと思うんですね．私自身も「ブ

スだって言われてもいいじゃない 」みたい

なことについては，まあそれは正論だなと思

うんですよ．

だけれども，ブスといわれたら実際傷つく

とか，なんかそういうようなぐじゃぐじゃし

た感じみたいな本音のところを出すのが中村

さんのやり方だとしたら，やっぱりフェミは

嫌われるんだなと思うんです．私には中村さ

んがいつまでもあそこに居続ける理由が，

やっぱり私の感覚からはわからないというし

かない．私にとっての憧れはやっぱりナン

シー関なんですよ．死んじゃって本当に本当

に残念なんですけど．伏見憲明さんが編集す

る『クィア・ジャパン』という雑誌の『魅惑

のブス』という特集号を読んだときに，素晴

らしい内容の座談会があったんです．伏見さ

んとマツコ・デラックスさんとナンシー関さ

んの３人による「魔女会議」という座談会で，

自分たちが如何にブスであるかっていう話を

していて，私，彼女は天才なんだなって思っ

たんです．

やっぱりブスであること，ブスであり続け

るということは女の天才の一つだっていうふ

うにそのとき思ったんです．彼女はね，皆が

聖子ちゃんカットをするときも，すごく冷め
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た目で，自分には別世界だと認識しているん

ですよ．自分は規格外だからそこでは生きて

いけない，「生きていけない」っていうか，「生

きていかない」という自分へのプライドです．

けっして，嫌われっ子ではなくて，むしろい

じめっ子だったってナンシー関は言うのね．

頭のよさであるとか，自分の中の器用さみた

いなところで生きてきているんだと話してい

ます．その規格外であることへの傷つき方に

ついて，むしろ，もともとその価値観が自分

に無かったんだってことを言うんですよ．あ

れは，ものすごい鈍感かすごい天才かどっち

かなって思うじゃないですか．やっぱり私は

ナンシー関みたいになりたいって思っていま

す．でもナンシー関になれない自分，やっぱ

りどっかで「カッコよくいたい」とかそうい

う浅はかさみたいなところが自分にはあっ

て，でも天才になれない自分みたいなところ

でのぐちゃぐちゃ感っていうのが私の中の

フェミにはあるとは思うんですよ．

それと比べて中村さんについては，お出し

になった『女という病』という本でもおっしゃ

るように，本気で男に好かれたいと思ってい

るわけではないのでしょうけども，女の闇と

か病みたいなものに集中して，そのどろどろ

感を出していくっていうところに，いつまで

居るのかなと思います．本当にこれを言った

ら身も蓋もないってことかもしれないけど，

わからないっていうのが正直なところなんで

すよね，中村さんに関しては．

伊藤 ナンシー関さんもずっと建前で「そう

いった価値観というのは要らないよ」ていう

か「私は規格外だから」って言ったんじゃなく

て，きっと本当にひがまない人なんでしょう．

そういう人っていると私なんか思うんです．

上野千鶴子さんと小倉千加子さんの対談なん

ですけど，上野さんが徹底的に，女性が如何

に規範に縛られているか，女性性があるのと

言うのに対して，小倉さんが「そんなのあら

へん」とか言ってぜんぶ一蹴する．なんでかっ

ていうと自分がわからないからです．それで，

小倉さんが「そんなの引き受けたことが無い

から，あらわからへん」って言って，フェミニ

ズムについても「私は必要ない，私の後を追

いかけてきたのがフェミニズムであるだけ」

と言っています．私には本当にひがまない

人って居るんだなってことがすごく新鮮でし

た．

上野さんはたぶん一回自分の内面で引き受

けちゃうタイプだからそれを解体しようと頑

張っていらっしゃると思う．そういうふうに

自分で一旦引き受けた自分の内面を見なが

ら，それを解体していく作業をする方と，小

倉さんみたいに「本当にわからへん」っていう

才能を武器にして生きていくのと，色んなタ

イプがあっていいんじゃないかと思います．

ただ上野さんと小倉さんというのが，あんな

ふうに「わからへん」っていうのと「女の闇は

深いのよ」っていうタイプとが対談できちゃ

うのはとても素晴らしいことだと思います．

ただ，今それが出来ているのかというと，も

しかしたら出来ていないところもあるのかな

と思います．

北原 それはフェミニズムの中ということで

すか．

伊藤 フェミニズムっていうか，…お二人は

学者さんだから出来たのかもしれないって言

われてしまえばそれまでですけど．

２－４．「フェミの妖精」から自由に生きてい

るのか

北原 最近は，なんというかな，何処に自分

は立っているんだろうってことを時々考える

んですよ．例えば，さっきの開き直りって言

葉で言えば，男たちの開き直りと私の開き直

りの何がどう違うのかってこととか．あと私

が今居るのってどういうことかとかね．
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私は一つの会社をやっていて，従業員が居

て，一つの組織を作って運営をしています．

そうすると，ちっちゃな組織だけれども，対

等な関係ってことを望みたいと思いながら

も，自分は一番年上で，一番なんというか権

限みたいなものを持っていて，私の言うこ

とって命令になってしまったりとかしてしま

います．それで若い人に対しては恐怖を与え

ていたりとか，「怖いです」とか言われたりし

ています．そうするといつの間にか，私の全

ての言動は加害者的になっていったりとか，

人間関係の中でも強者の立場に立たされるこ

とがものすごく多くなります．しまいには最

近，友達に「あなたには，本当には女の気持

ちはわからない」って言われたんですよ．それ

がかなりショックでした．

私は「フェミ，フェミ」とこれまで言って

きて，仕事もやってきたと思ったけれど，今

思うとうるうるしちゃうんです．それは，そ

の友達が年収200万円台で，小さな会社に勤

めていて，まあ男もずっといなくて，結婚も

したいんだよね，彼女はね，したいんだけど，

でもフェミに出会ってしまったからうっかり

するわけにもいかないとか，色んなねじれた

ものを抱えて生きているんです．その彼女と

すごく仲良かったんですよ，ご飯食べたりと

か，色んな話をして，信頼関係を築けたと思っ

ていたんですけれど，あることが起きたとき

に，「ワー」っていう感じで彼女が言ったこと

は「結局あんたにはわからないんだ」という

ことです．「私がどんな思いで生きているかな

んてことは，自分は場所を持っていて，会社

を経営していて，そんな人にはわかりっこな

いでしょ」って言われたのね．

その時に私も過去何度この言葉を男に向け

て言ってきたことかと思います．その付き

合っていた男をボコボコにしちゃった．「お前

に私の気持ちなんかわかるかよ 」みたいな，

弱者であることを武器にして，男をボコボコ

にしてきたなっていう気がします．男たちは，

私と付き合ってくれた男の人達は，「みのりさ

んをわかりたい‼」って思ってね，必死にしが

みついてきてくれたけれど，だんだん皆，な

んか痙攣とか起こすようになっちゃってね．

申し訳ないことしたなと今は思うんですよ，

「悪かったな，あんなに攻めて」とね，ただ男

であるっていうだけで「私はあんたをわから

ない」ってふうに決め付けてしまって．でもそ

の私が「わからないでしょう」っていうふうに

攻めたものと，彼女が「わかんないでしょう」

と私を攻めるものは同じ類のものなのかと思

うんです．

私の加害者性は本当に男のそれと一緒なの

かと思うと，本当にわけがわからなくなって

きて，フェミであるとかフェミニズムってこ

とを思うと，常に「正しさ」とか，「それフェ

ミニストとしてどうなの」みたいな感じなこ

とを言われることもありますし，自分の中に

「フェミの妖精」が住みついてしまったという

か，私の中では女としての規範というよりも

「フェミとしての正しさ」みたいなものが強く

て，いつの間にか頭のここら辺にうじゃう

じゃいて囁くようになっちゃったの．それが

「フェミの妖精」ということです．

10代のときにフェミニズムに出会って，上

野さんとか江原由美子さんとか小倉さんと

か，ものすごくかっこよかったじゃないです

か，80年代後半ぐらいから．あんなふうに頭

のいい人になって，口で男を負かすみたいな

感じってかっこいいとか思って，「私もフェミ

になる」みたいに思ったけれども，フェミの

文章とかいっぱい読んだり勉強してみても，

人の言葉を借りて武装は出来るけれども，自

分の欲望とか自分の悔しさみたいなことに関

して，身の丈にあった言葉というのをなかな

か自分はつかめなかったりとかいうことも感

じました．例えば，男に対してぼろぼろに怒っ

たりとか，悔しい思いしたりとか，でも被害

者のつもりでいながらも，実際殴っているの

は私だったりとか，となると，説明のつかな
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いことが多すぎるとか思ってしまいました．

そんな中で私が価値の一つとしてきたの

は，女としてどうされたいってことよりも，

かっこいいフェミになりたいって規範のほう

が強すぎて，思想からどれだけ自由になるか

のほうが自分にとっては大事なことだったと

思うんですよ．だから，もっとなんか楽にな

るような，自分の欲望ってことを，自分がし

たいことを中心に考えていけば結構人生って

シンプルになるし，思想からも自由になるか

なあ，みたいな気持ちで始めたのが，自分の

会社だったり，仕事だったり，その他に文章

を書くこと，コラムを書くことだったりする

のです．ですから，今，伊藤さんからこうい

うようなご指摘をいただいて，確かに開き直

るプロセスってことのほうが本当は複雑で大

変なはずなのに，なんかポンって開き直れば

いいじゃんみたいなことになると，それは一

般のというか普通の女の人達には届かないっ

ていうのはすごく今よくわかりながら，私ど

うしたらいいんだろうっていう気持ちで見て

るんですよね．

どうなんですかね皆さんは，あなたの中に

も「フェミの妖精」とかいませんか？

３．質疑応答

井上 今，北原さんから皆さんに問いかけが

ありました．伊藤さんから問題提起のあった

開き直りのプロセスに関して，北原さんはコ

メントして下さって中村さんのようなぐしゃ

ぐしゃにたてこもることに対してはどちらか

というと批判的なのかなと思いました．さら

にご自分の最近の体験を振り返って「フェミ

の妖精」がまとわりついていることを問題化

されました．ことあるごとに耳元に現れて

「フェミならこうこうしないとだめなのよ」と

囁く存在というイメージなんでしょうかね．

例えば，この「フェミの妖精」と出会って

しまったことによって結婚できなくなってし

まうということが出されました．これを私な

りに言い換えると，ある規範に囚われてしま

うとかえって身動きとれなくなるということ

でしょうか．自分があるイデオロギーという

か，ある観念に縛られてしまって不自由に

なってしまうこととかあると思います．北原

さんが「フェミの嫌われ方」っていうタイトル

をこの本にお付けになった一つの理由はその

ようなことも実はあるのではないかなと今の

お話を聞いていて思ったりもしました．この

本の中には，専業主婦批判の批判をしている

部分などもあります．従来のフェミニズムを

超えようとしている，「くたばれ『くたばれ専

業主婦』」ですとかね．この言い方は，専業主

婦批判をやっている人にとっては結構，刺激

的な言葉ですね．

フェミニズムは専業主婦を批判しなきゃい

けないんだ，みたいなね，これもまたある観

念に囚われて，そういうスローガンを掲げて

しまうことがあるのかもしれません．そのた

めに，かえって生活の実態がよく見えなくな

る，その人の色んな思いとかが，かえって掬

い取れなくなっちゃうとか，そういうことへ

の北原さんの批判があるんじゃないかと思い

ました．そういうふうなメッセージを発信し

てらっしゃることと，今，北原さんがおっ

しゃったようなことがつながってくるのかな

あと思いながら聞いていたのですが．あるい

はフェミニズムについてのご意見とかありま

せんか．

３－１．母親との関係の複雑さ，フェミニズ

ムの難しさ

女性Ａ（川畑智子：北大医学研究科客員研究

員) 伊藤さんが開き直るってことをおっ

しゃいましたが，フェミニズムの本を読んで，

そのフェミニスト思想を頭にセットして，そ

れからフェミニズムから逃れられなくなった

り，戻れなくなったりする人っていますね．

一旦引き受けた人達っていうのはそういう人

なのか，それとも，自然に生きていて，いわ
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ゆる「ひがみ」など全然ない人なのか．とい

うか，初めてフェミに出会ってひがんだ人と，

もともとフェミに出会ってもひがみはないっ

ていう人との違いって何か，ひがむきっかけ

にしてもそれは何処でどういった人に対する

ひがみとして出てくるかを伺いたいです．

それと北原さんに聞きたいんですけれど，

フェミから逃れていこうみたいなことは思い

ませんでしたか．もしフェミに出会っていな

かったらどうしてました．

北原 どうだったんでしょう．たぶん普通に

していますね．フェミは女を不幸にする思想

ですからね．でもこのあいだ別のところでお

話したときに，私が「フェミの妖精」の話と

か，フェミニズムを知ることによって余計に

辛くなる感じとかということを話したんです

よ．私の母なんてまさにそうで，しばらくは

私の目を見られなくなるぐらいに怖がったん

ですよ，私を．なんでかっていうと，私は母

に対して正しいことを言おうとしてきた．「正

しい」ってすごい傲慢ですよね．「お母さん，

自立するべきよ」みたいな話をしたり，本当

に責め続けた時期がありました．高校生くら

いのときからずっと．父とうまくいっていな

いのに「なんで父に対してそんなに気を遣う

の」とかそんなことも言ってしまいました．

母は「そんなこと言ったって，みのりちゃん

…」とか言いながらだんだん私の目を見てく

れなくなっちゃってね．

その母が，今，私のラブピースクラブで働

いてくれているんですよ．でもそれも本当は

私はすごく嫌なんです．「なぜ娘の会社に来る

の？ もし本当に仕事したいんだったのな

ら，自分の足で稼ぎなさいよ」みたいなこと

を私がボンと言ってしまった．でも母が言っ

たことが本当に胸を突き刺したんですけど，

母は「いまさら若い男に威張られて仕事なん

かしたくないわよ」って言ったんですよ．母の

周りの友達は色んなところでパートとかして

いるけれども，大体上司は自分よりずっと若

い男だったりします．そして「こんなに自尊

心を損なってまで仕事したくない」とまで言

われて，「それも事実だよな」って私も思って

います．フェミにしたがって「自立しなさい」

とか，「強く生きなきゃ」みたいなこと言って

も，母が生きている現実は現実として別にあ

るわけです．その二つをつなぐような優しさ

みたいなものが私には欠けていたなぁとは思

うんですよ．

その思いを言葉にするにはどうしたらいい

かと，もやもやと考えることがあります．フェ

ミニズムという思想の限界とか，思想の難し

さだと思うんですが，例えば「フェミニスト

としての血中濃度みたいなものをすぐ測りた

がるみたいなことから自由になりたいな」な

んて話をある講演のときにしたらすごく怒っ

た人がいました．それは元ウーマン・リブの

人でした．彼女は「私にとってのフェミニズ

ムっていうのはそんなものではない．私に

とっては原理原則でフェミニズムがあったか

ら生きられたんだ」みたいなことをおっしゃ

るんですよ．でもすごく面白かったのが，彼

女は学校の先生なんですけど，「でも，現実は

辛い．自分がフェミであればあるほど現実と

はやっぱり折り合いがつかなくなるから辛い

ですよ」ともおっしゃるのね．「じゃあどうい

うふうにしたらいいんですかね」って聞いた

ら，彼女は「私はでもね，素晴らしい発明を

した」って言うの．「フェミニズムと現実の社

会と折り合いをつける素晴らしい発明をした

んだ．それは…」とか言って，皆シーンとし

て聞いていました．そしたら「早く帰ること

です」って言ったのね，その彼女．

私は「フェミは終わったな」ってそのとき思

いました．「なんなのっ 」って感じ．でも，

折り合いをつけるのではなくて，すたこら

さっさと逃げるっていう方法を彼女が思いつ

いたのはすごいなと思いました．運動をする

とか，何か社会を変えるとか，制度を変えるっ
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てところに自分が関わって疲れるよりも，逃

げて自分を気持ちよくさせる，よく生きるっ

てことこそが私のフェミだってことをおっ

しゃったと思うんですよ．

だから，伊藤さんがここに書いているよう

に「一人一派フェミニズム」っていうのがある

けれども，いろんな人が自分の生きやすさみ

たいなものを見つけていられるっていう状況

が，運動としての何かを変えていくみたいな

ことになるのかな．本当にそこは共感すると

ころだなとは思います．

女性Ａ（川畑) 専業主婦の問題というところ

で，フェミに出会うと，そこで矛盾を感じる

とかそういうことは私にもありますね．私の

母もやはり専業主婦ですから．

男性Ａ（杉山吉弘：札幌学院大学教員) 私自

身の若い頃がちょうどウーマンリブの出てき

た時代です．1970年代であり，フェミニズム

というものがまだなかった世代です．その当

時のリブは集会をするとかヘルメットを被っ

てデモをするとか激しい戦い方をしていたと

思います．またそれがからかいの対象になっ

てしまうようなことがあって運動として理解

されなくてたいへんな状況だったと思いま

す．当時のリブの雑誌を私は今も持っていま

す．

社会運動の戦い方についての今のお話，あ

るいは「お前に私の気持ちなんかわかるか

よ 」というお話を聞いていて思い出したの

ですが，花崎 平さんが書いていますね．北

海道に来て間もない頃にアイヌの女性が「私，

実はアイヌなんですよ」と言ったのに対して

花崎さんは「そんなの何でもないですよ」と

応じて「あんたは私の気持ちなんか何もわ

かっちゃいない」と叱られた．それを苦い体

験として書いています．相手のことをわかる

というのはたいへんなことなんだという例と

して．

３－２．「一人一派のフェミニズム」の戦い方

の可能性

北原 私たちが今話しているのは，運動とし

てのフェミニズムが先細りしているみたいな

ことですよね．フェミニズムの支持者を社会

にもっと広げていくためのアイデアを出し

合っていくことは必要だと思いますよ．例え

ば，伊藤さんが名前を出された中村うさぎさ

んのような方ですね．言っていることは従来

のフェミニズム的な正しさとはまた違うけれ

ども彼女のしていることもフェミだって伊藤

さんはさっき提案されましたよね．男の目線

を通してしか自分の価値を肯定できない，あ

るいは全然自己肯定できない女がいるってこ

とはたぶん昔も今も変わらない問題だと思う

んです．でもそれだけじゃなくて本当に色ん

なふうに価値を与えられ，女も色んなふうに

階層化されているから，状況は少し変わって

きてはいると思うんですよ．そんな中でどう

戦うのかという話ですよね，きっとね．

伊藤 そうですね．専業主婦の話題は，結婚

制度のお話と関わってくるんですが，今，こ

うやって北原さんみたいなフェミニズムが現

れて活性化しているように見えます．だから

バックラッシュが起きたということもあるの

でしょう．一人一派なんだから自分の気持ち

のいいように，例えば，早く家に帰るですと

か，そういうのもすごくわかるんです．生き

延びるための戦略といいますか，そういった

自分の心地よい生き方を模索することをフェ

ミニズムというように言い切れれば，それも

ある意味正しいと思うんですね．

ただその一方で，例えば，ある時期に集合

的にヘルメットをかぶって激しい運動をやっ

ていたっていうことが，全く意味がなかった

かというと，そうでもないと思います．集合

的なものは運動参加者を抑圧するだけだか

ら，そんな集合的規範を無視して，「フェミの

妖精」を無視して自分の生きたいように生き
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ればそれがフェミニズムだって言い切ってし

まっていいのかというとちょっと疑問です．

それはどんな運動にもあると思うんですね．

だから，田中美津さんのように，自分のこ

とを取り乱しながら運動をやるんだからひが

みながらやったっていいじゃないというやり

方はあります．その「どんぐりの背比べ」を

やったっていいというのもある意味で開き直

りというか，考えるのをやめちゃうことにつ

ながるわけです．こういうことを書きながら

も自分ではこれでゴールになるのかなといっ

たら，そうとも言い切れない気がするんです．

私にはやっぱり，どこかで運動として集合的

行動をむしろ信じているところがあります．

だから，その第一歩として中村うさぎさんと

かいろんな人に目を向けてみるんだけれど

も，やっぱり最終的には集合的なフェミニズ

ムというのは最後はどうなるのか，どうした

らいいのかという問いがあるんですよね．

３－３．「降りる」という選択によってこそ開

けてくる新境地

北原 でもねぇ，フェミの集合体としての感

じで「やるぞぉ」みたいなのは今や少し古め

かしい気がするんですよね．話を変えてしま

うかもしれないけれど，私は今，同性同士の

結婚のことなんかすごく関心あるんですよ．

イギリスでエルトン・ジョンなんかやってい

ますね．抵抗と言うよりもお互いに好きなん

だから一緒になる．それでどこが悪いのよと

言うくらいの実践です．むしろ降りるという

か力を抜く選択をしてみるからこそ開けてく

る新境地があるんじゃないですか．開き直り

つつ降りる，それでいてけっして自分のプラ

イドは捨てないというような．例えば，さっ

き出したナンシー関さんです．

伊藤 降りてしまったら幻想から脱して気が

楽になるというプロセスはありますね．でも

降りるってまでの過程が長くて簡単にはいか

ないと思うんですよ．で，なんというかな，

その過程っていうのにやっぱりとことんこだ

わるというか自分が，降りるまで，如何に自

分が辛いかというのに自分自身で目を向けて

みるということが一つのきっかけや手がかり

になるのかなというのは今，話を聞いていて

思ったんですけど．

私はナンシー関さん，すごく作品は面白い

と思うし，テレビの批評を面白く読んだんで

すね．ただ，さっき話を聞いてみて，「私はい

じめっ子だった」と言って，あんまりはばか

らずに攻撃するのを見て，何なんだろうと

ちょっと思ったんですね．

北原 それは「いじめられっ子に違いない」っ

て思われているから，だからそうじゃないっ

て言っておくということがあったというだけ

だと思うんですけれど．

伊藤 なんでこだわるのかというと，結局，

その能力というか，いわゆる自分の権威を

ちゃんと認めなよって聞こえるからです．ま

あ認めてもいいと思うんですけれど．そうい

う何かよりどころがある人は降りるのも，最

初から射程外にするのも簡単だと思うんで

す．でもそうじゃなくて，簡単に降りられな

い人のほうがむしろ大半で，降りるまでのプ

ロセスというのは非常に長いですよね，その

長い取り留めのないプロセスというものを自

分は大事にしたい，そこをやっぱり，何処ま

でも出発点にするしかないのかな．

どういう意味があるかというと，オヤジた

ちが最近「僕たちこんな社会で大変な思いし

てます」みたいな弱さを出すことで生き生き

して運動しているじゃないですか．あるバッ

クラッシュであるとか保守派言説というのが

背後に非常に強くあってその上で「僕たちが

弱い存在である」とか，そういう弱さみたい

なものを社会運動に使っているんですよ，彼

らは．そういったものが共感されるというの
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も一つの時代状況だと思うんだけれども，そ

うした弱さみたいなものにとことんこだわる

という戦略をフェミニズムであるとか，社会

を変えていこうという側もやってもいいん

じゃないかと私は思います．

あと，降りるまで苦しみますよね，降りる

までの辛さみたいなものとか，弱さみたいな

ものに．もちろんヘルメットなんかかぶらな

くてもいいし，形はいらないんだけれども，

そういったものを集合的な運動の一つのきっ

かけにすることってどう思いますか？

３－４．痛さへの共感によるつながりを信じ

て

北原 それはこれまでやってこなかったこと

なんですか．フェミはもう十分にそれをやっ

てきたと思うけれど．今，やってないからと

いうことですか？

私は，自分が仕事を始めるときに，これか

らどうやっていけるかなと思ったときに，も

しかしたら恵まれた状況だったからだと思う

けれども，なんか新しいこととかを，とにか

く自分で作っていかないと「辛いなー」みた

いなことを思ったのね．だからそれは，仕事

を作るとか，女の人達と一緒に経済を作ると

か，女同士で回していける経済システムを

作ってしまう，大げさに言えばね，そんなこ

とが出来たら自分は一番気持ちいいなと思っ

たんですよ．

だから運動するということは制度を変えて

いくことにも，もちろんつながっていくと思

うけれども，その前の新しい価値を作るとい

うことが大事だと思ったのです．心の中の枠

の中で生きているのが明らかに辛いのだった

ならば，そこから絶対逃れられないし，どん

なに頑張っても，女の場合はみんな痛いと私

は思うんですよ．その痛さみたいなところに

ついては，皆やっぱり蓋をしたがるじゃない

ですか，「私はイタい女じゃない」っていうふ

うに．でも，視点を変えれば雅子さんだって，

紀子さんだって痛いし，美智子さんもむちゃ

くちゃ痛いじゃないみたいな感じの共感とい

うものを持てます．どんな高貴な位の，上の

立場にいる女の人であっても，痛々しいなっ

て共感できる．女だったならば，気持ちはわ

かる．そこでつながっていけると信じて開き

直って，新しいことを自分で探っていけたら

一番いいなあっていうふうに思うんです．そ

れは理想です．キラキラとした理想です．

伊藤 一つの才能ですよね，それは．

北原 ねえ，でも結局会社をやっていると，

頭を下げなきゃいけないオヤジもいる．あと

は組織をやっていく上で，本当になんか太平

な関係，水平な関係よりも，ハイハイと言う

ことを聞いて，それで一所懸命働いてくれる

子の方が可愛く見えたりとか，そういうのが

あるじゃないですか．そういったところで，

希望とか理想とかありつつ現実をどうやりく

りしてやっていくかっていうことのほうが，

なんか自分にはすごく大事な気がするんです

ね．でもそれはどこかで制度であるとか運動

の邪魔をするものに対して「やってらんない

よ」みたいな思いがあってだからかしらねぇ．

「知らねぇよそんなこと」みたいな．

女性Ｂ（発言者名不詳) 伊藤さんのお話を聞

いていてフェミニズムというものをこれまで

とは違ったものとして考えていこうとしてい

らっしゃるという印象を受けたんですけど．

伊藤さんにとってのフェミニズムって何なん

ですか．

３－５．専業主婦でも何かを感じている人は

いる

伊藤 全然そんなことないですよ．私はむし

ろフェミニズムは「一人一派」のほうで，自

分が「ひがみ」というものにこだわるのも，

やっぱり規範意識でこういったフェミニズム
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というのが正しいんだというのではなくて，

ひがんでいる自分をそのまま受け入れてみる

とか，専業主婦もそうだと思うんですよね．

専業主婦であっても感じている人はいるわけ

です．北原さんと遥瑤子さんとの対談の中で，

遥さんの「感じない人にフェミニズムはな

い」っていう話があって，フェミニズムってい

うのは，別に専業主婦をしていても，運動し

ていても，何かを感じられればフェミニズム

だと私は思っているんですよ．

だから「どんぐりの背比べ」とか「泥沼の

戦い」に中村さんが入っているのを，それは

フェミニズムじゃないって私が退けないの

は，やはり中村さんが感じているからだと思

うんです．自分が何者かを感じている．だか

ら，そういう自分も容姿で判定してしまうか

らという差別意識を持ったありのままの自分

で，フェミニズムというのは出来るんじゃな

いか．専業主婦っていうのも，もしかしたら

ある意味では夫とか誰かに仕事の面でも抑圧

されていたりするけれども，じゃあ，専業主

婦が全体的に弱者かというと全然そうはいえ

なくて，専業主婦もある意味では，結婚して

いない人であるとか，またその層でない人な

ど誰かに対して高い立場にいるということも

ありますね．

専業主婦はフェミニズムでないとは言わな

いけれども，専業主婦はもちろんいろんな面

を持っていて，ひがんだりする場面もあると

同時に，ある意味で誰かに対して抑圧者であ

るということは十分にありえます．全面的に

抑圧者であるということはありえなくて，誰

もが悩んでいる．被抑圧者であると同時に誰

かを抑圧してもいるということがあると思う

んですね．だから専業主婦だからダメだとか，

働いているからダメだとかそういうのじゃな

くて，自分が抑圧者であり被抑圧者であって，

辛い思いもするし，誰かに勝つために辛い思

いもすると同時に誰かに力を発揮していた

り，あるときには，自分で別の方向に行った

り，そういったなんか混乱した自分のままで

何かを感じるのがフェミニズムだと思ってい

るんです．なんかそうじゃない運動みたいな

のを目指しているように見えましたか？

女性Ａ（川畑)「降りる」というのはフェミ

ニズムから降りるってことか，女から降り

るってことなのか．一緒なんですか，それは？

伊藤 そうですよね，私もそう思ったんです

けれども，今混乱していますよね，「降りる」

の概念が．私が最初これに書いたのが，むし

ろ「女から降りる」ほうです．例えば，「もて

なくたってもいいじゃん」って簡単に降りれ

なくて，「なんであの子だけもてて，私はもて

ないのか」，「なんで私がこんな仕打ちを受け

るのか」と誰もが思うと思うんですね．それ

を，こんなのはくだらない感情なんだと捨て

るんじゃなくてということです．簡単に捨て

られるならいいんだけれども，そうじゃない

人がやっぱり多いし，自分でそれを内面化し

ているから苦しいということもあります．そ

ういうのを考えたときに，簡単に「そういう

のはくだらないんだよ」とか，「発展途上国の

子どもたちと比べて恵まれている．日本の中

での贅沢病だ」とか言うんじゃなくて，やっ

ぱり何かひがむといった意味でもがいてみる

というか，自分のことを見つめ直してみるっ

ていう方法をここで書いたのです．だからむ

しろ私は女を降りるという意味で「降りる」

という言葉を使っています．

３－６．「女から降りる」よりも「フェミから

降りる」ほうが大事

北原 私がなんか「フェミから降りる」って話

とごっちゃにしちゃったよね．私は「女から

降りる」過程については大事にしたいってい

う話をしました．でも私自身，「女から降りる」

ことよりも，「フェミから降りる」ほうが大事

だと思っていますねぇ．いつの間にか乗せら
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れてしまうということがあります．実際，女

に乗り切れていない自分がずっといましたか

ら．乗り切れていないから私にとっては何処

までどう降りるのか具体例が内面化されたこ

とがいっぱいあると思うけれどもね．例えば，

中学生の頃とかだんだん大人になっていく過

程で，女同士の仲がなんか微妙に男を挟んで

くるしね．対話が出来なくなるとかね．男と

の恋の話ばっかりするけれども，女同士の友

情が薄まっていく感じがすごく悲しい時期が

ありましたね．自分が女であることをどうし

ていいかわからないまま，見た目が女になっ

ていくし，男との恋愛が始まるしね．そんな

不安なときにフェミに出会ってしまいまし

た．だから心の中で「乗せられちゃったなあ」

という感じが非常に強くあって逆にその降り

方にイメージとか想像が及びにくい自分がい

たりとかします．女性っぽいというかしら，

そういうところがやはりある自分に気がつい

たんですけど．

嫌な話をしますと，去年高齢のフェミニス

トの方と話したんです．その方は60代の方で

ずーっと頑張ってきたフェミニストの方で

す．男社会の中で頑張ってきたあの世代の学

者さんっていうのは，激しく戦ってきたから

でしょうけれど，「頑張らない今の若者が腹立

たしくてしょうがない」みたいなことを言う

のです．「頑張れば家が買えるのよ」，「夢を持

ちましょう」なんて言うんです．最低賃金で

働いていて，とてもじゃないけど自立なんて

夢のまた夢って人には鞭を打つような感じに

しかならないのにね．その場はものすごく失

敗の場になってしまって，フェミ嫌いを増や

した感じになってしまったんです．実際に

じゃあ「働く口がない」とか，「生活するのす

ら困難だ」とかいう10代，20代に人達に対し

て，私が「新しい価値を」とか「希望を」み

たいなことを言っても，本当に何の役にも立

たない言葉でありイメージでしかない．どう

いうふうに手を差し伸べるっていうのもおか

しいしさ，なんか「何なのこの問題はっ 」

みたいな感じをずっと考え続けています．

学生の方もいらっしゃっているようですけ

ど，就職無いでしょ？ ね，そうだよね，悲

しいよね，将来不安じゃないですか，「いった

いどうなるのかな」ってもんですよね．私は女

と二人で暮らしています．安心して「セレブ」

みたいな友達もいますが，男と結婚している

友達と比べると，女二人でいても収入が倍に

なるよりも，不安が倍になるほうが多くて，

この人が病気になったらとか，いつ，自分た

ちの将来に対しての不安とか，生活に対する

安定感とか，経済的にものすごく弱者あるこ

ととか，やっぱりぬぐえない．

今まで私は，セクシュアリティとかジェン

ダーってことを，そこそこちょろっとやった

のもセクシュアリティとかセックスの欲望に

対して，すごく自分に正直であろうと思って

きたからです．だけど，これからはね，労働

問題だなとか思いますよね．なんかフェミが

労働問題をおろそかにしていたのかみたいな

こと思いますよ．アカデミズムはかっこつけ

ていたのではないかと思います．「そういう発

想をしてはいけないわ」とか思いながらもね．

でも，なんかそっちのほうがすごく大事なこ

となんだなって思います．整形だとか，「女の

闇」とか，「痛い」みたいなのって私の中では

もう通過してしまったことなのかなと思いま

す．なんか偉そうで悪いけど．「いやだ，もう

いいや」って気持ちにどっかなっちゃうよう

な，だってあまりにも現実がひどすぎると思

うからかもしれません．

今月の『文芸春秋』を買って読んだら，櫻

井よしこが紀子さんの妊娠を「日本文明の逆

襲だ」みたいなことを書いています．それで

紀子さんは素晴らしいみたいなね．「こんな日

本って本当に嫌」とかって思っちゃうことが

多すぎて，なんか「突然気絶しないとやって

られないーぐらい」な感じだね，だから本当

に，そういう意味で女友達であるとか，どっ
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かに希望ってないんだろうかっていうことを

日々探している状況かなとは思うんですよ

ね．フェミじゃないと動かされないわ，とい

う気持ちです．

女性Ｃ（黒川菜月：札幌学院大学学部生) 私

には心配するくらいに昔は男っぽい友人がい

たんですけれど，東京に行ったらすごく女ら

しくなって帰ってきたんですよ．それがすご

くショックでした．それまでは男とか女とか

関係ないとかいう方だったのに，「女って楽

よ」みたいな感じになって．それから前に学

校の先生に「男みたいに頑張るのは女の幸せ

じゃないよ」って言われて，「なんだそれ」って

感じでした．「体力が違う」とも言われたし…．

北原 なんだかんだいって「違う」っていうよ

ね．結局なんかそこを突かれると，今まで繰

り返して「ジェンダー」っていう言葉で，ねぇ，

社会的にとか，いろんなふうな説明はしてい

たけれども，結局なんだかんだいって「男と

女は違う」じゃんみたいなことに行き着く．

すごくプリミティヴな言葉に戻ってしまうよ

ね．

伊藤 それは社会がってことですか？

女性Ｃ（黒川) 体力的にも，力仕事をするの

は男だし．「女は結婚すればいい」みたいな，

そういうのを友達から聞くと，「あぁ？」って

感じです．

井上 残念ながらもう時間的に厳しくなって

きたのですが，どうしてもという方いますか．

特になければ，最後に北原さんにまとめの発

言をいただきたいのですが．

男性Ｂ（菅原健太：北大教育学研究科大学院

生) 最初に出ていた伊藤さんへの質問とし

て「ひがみ」の区別ということがありました

ね．初めてフェミに出会ってひがんだ人と，

もともとフェミに出会ってもひがみはないっ

ていう人との違いって何かということです．

この質問が結局そのままになっています．そ

れと「開き直り」についてももっと整理して

から議論しないとならなかったのではという

ことも思ったのですが．

伊藤 私が今回「ひがむ」という感情に着目

したのは「開き直る」つまり既存の価値観を

捨ててしまうという戦略をもっとつきつめて

考えようと思ったからです．それは「開き直

り」を私が否定して，それは無意味だと思っ

ているからではありません．ただ「開き直っ

て今ある価値観など無視すればいいのだ」と

誰かが言っても，それを聞いた側には「どう

やって既存の価値観から自由になるのか」と

いう方法がわからなければ，実感となって伝

わらないと思うからです．だから「ひがむ」

というように，既存の価値体系から自分も逃

れていない地点にあえて注意してみること

で，次のステップである，「そんな社会通念は

どうでもいいんだ」という開き直りをより深

く理解するための準備作業になるのではない

かと思っています．今回のコメントに「開き

直るまでのフェミニズム」と書きましたのも，

そうした理由からです．開き直るまでの過程

をつきつめた方が，フェミニズムのメッセー

ジの受け手を理解するためにはいいのではな

いかというのが私の主張です．

井上 続けたいのですが，この後，北原さん

は「遊」での講演会もあり，移動しないとな

らなくて…．すみません．

３－７．人は変わるし，時代も変わっていく

かもしれない

北原 時間がないのにすみません．開き直る

ということについて少ししゃべります．時々，

私が仕事でマンコとかチンコとか使ったり書
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いたりすると，その言葉は嫌だとか言われて

います．でも，伊藤さんのお話を聞いていて

私の中では「開き直り」っていうのはひとつの

キーワードだったんだなって改めて思ったん

です．開き直るって価値を反転させるってい

う力だと思うから．だけど，「これでいいじゃ

ん」っていうのと，「その価値じゃなくていい

じゃん」みたいなのって，言葉としては一緒

だけれどもやっぱり違うんだよなとも思う．

すごく難しいんですね，その説明がね．例え

ば「白馬の王子さまを待っていてもいいじゃ

ん」って開き直るのももちろんOKだけど

も，それと伊藤さんがおっしゃっていた「開

き直り」というのは過程が違うっていう気は

します．ある人がフェミにいじめられていた

歴史を持っていて，男にとても期待していて

「白馬の王子さまを待っていてもいいじゃん」

と言っていたとしたらそれを否定するのはた

いへんですよ．

あなた（黒川さんのこと）が言っていたこ

とと違うかもしれないけれども，まあ複雑だ

なとか思いながら聞いていました．さっきの

大学に行ってお友達が変わってしまったとい

うお話，私も全く同じような体験を15年前に

していたなあと思います．「皆，就職どうす

る」，「よしがんばろう」みたいなときに，そ

の子なんか「就職活動って全員なの」「本当に

必要なの，その試験」みたいなことを言って

いたんです．ところがその後，その子からの

挨拶状があってなんと JALのスチュワーデ

スになっていたんですよ．ショックでした．

就職先なんかたくさんある中で「スチュワー

デスなんてホステスだよね」と言っていた友

達がですからね．「JALではんこを押された

いと思っていたんだあ」とか思うと，やっぱ

りねぇびっくりしましたよ．でも大体10年後

になってみると，皆気付く．そんなに甘くな

いっていうか，仕事をしてたりとか，白馬の

王子さまと結婚したとしても，大体そんな幸

せとか，その状況は長続きしないじゃないか

なということにね．

そういう大変な状況をたくさん見てきて，

結局，女であればフェミに立ち上がりたくな

る瞬間ってあるんだなって，本当にそう思い

ますよ．別に他人の不幸を願っているんじゃ

ないんです．それもあるなっていうことです．

失望しつつも希望を抱いて私は毎日を生きて

います．人は変わるし，時代も変わっていく

かもしれないしって思いながらラブピースク

ラブでこつこつとバイブを売っているわけで

す．

ということで今日はなんだかよくわからな

い会になっちゃいましたが，どうもありがと

うございました．

井上 いえいえ，いろいろと議論できてとて

もよかったと思っています．北原さん，伊藤

さん，それにお集まりの皆さん，今日はどう

もありがとうございました．（拍手）

４．試論的コメント：生きづらさから

の態度設定をめぐって（井上）

４－１．ラブピースクラブが主婦から被った

バッシングについて

この研究会の開催から既にだいぶ時間が経

つ．今，テープ起こしの記録を読み直してみ

ると，フェミニズムという社会運動の捉え方

に関わる議論もさることながら，生きづらさ

を抱えた個人の生き方，あるいは逆境の中で

選択される生き方の姿勢が深いところから問

われるものとなっていることがわかる．少し

補足しておきたい．

北原はこの研究会の後，さっぽろ自由学校

「遊」で「オンナを楽しく生きるために」とい

う講演を行ったのだが，そこでは，ラブピー

ス・クラブがメディアによって「からかい」

の対象になったこと，以前に開店していた青

山では悪意を持つ何者かが北原らを揶揄した

『週刊新潮』の記事を近隣住民に配布するとい

う出来事があって，その近隣住民たちから一

86  Dec.2007社 会 情 報



種の迷惑施設扱いされて移転を余儀なくされ

たことなども話された．そのことについて北

原は次のように語っている．

「『週刊新潮』の記事を当時のラブピース・

クラブの周辺に住んでいる住人たちに誰かが

配ったんですね．誰がやったかはわからない

ですよ．でも，あそこの家はこういった人た

ちが住んでいて，こういう仕事をしていて，

バイブを売っていると，こんな人たちをここ

に住ませていいのかっていう住民会議があっ

たようで，不動産屋さんからも大家さんから

も連絡がありました．不動産屋さんと大家さ

んは割りときちんと対応してくれたんですけ

れども，でもそのとき私自身，セックスグッ

ズショップをやっているって言えてなかった

んですよ」と．

また北原に対して「あんたたちはおかしい」

などと激しい言葉を浴びせたのが主婦で，し

かもその主婦が夫から暴力を受けているのを

知ってしまったこともこの後で語っている．

先鋭的な動きであるがゆえに激しいバッシン

グに直面しがちなこと，女同士の連帯がなか

なか困難であることがよくわかる事例である

が，こうした厳しい状況と向き合いながらも

北原が女のための新しいセクシュアリティ文

化の拠点としてとしてラブピースクラブとい

う場を築き，発展させてきたことには深く敬

意を表したい．

不動産業者にも大家にも「セックスグッズ

ショップ」とストレートには言えない「弱み」

をラブピースクラブは有している．そのよう

にマージナルなところに置かれていることは

様々な葛藤を産み出す原因であるが，同時に

認識を深めていくという意味では利点である

とも考えられる．個々の相手に対してどこま

で正確に自分達のことを伝えていいものか迷

いつつ進められている社会運動ならばこそ，

鮮明に見えてきたものがあるだろう．従来の

フェミニズムも含めて「セックスの解放」を

めぐっての人々の意識や偏見に関わる複雑な

様相についてもことのほか注意深くあらねば

ならなかったはずである．また北原のような

ラディカルなフェミニズムに敵対する勢力と

なる専業主婦の生きづらさも多様なかかわり

を通してよく見えてきたはずである．

４－２．「ひがむ」より非「やせがまん」的な

「開き直る」のほうがいい

伊藤報告もまた別のアプローチから，社会

運動に関わる人の意識に着目し，生きづらさ

を体験している人の態度設定を問題化したも

のといえる．「運動というのは，どんなフェミ

ニズムであっても，傍観者や潜在的な支持者，

場合によっては運動の敵対者というものに

よってこそ，実は幅を広げられている．とい

うか，運動の可能性を広げてくれる存在にも

なりうるんじゃないか．だから不参加者とい

うのを切り捨てるのではなくて，もうちょっ

と不参加者や運動の周辺にいてうろうろして

いるような層にも目を向けていってもいいの

では」という視点には私も大いに賛成である．

愚痴やため息やぼやきと紙一重のところから

社会運動は立ち上がってくる．いわゆる社会

運動以前との関連で捉えていくなら，社会運

動の担い手は実はどろどろとした世界を引き

ずっている．そのような危うさを伴っている

がゆえに運動主体のアイデンティティ問題が

大きくクローズアップされてくることにな

る．

今回言及はなかったが，「開き直る」とは「印

象操作」，「名誉挽回」，「差別」と共に立場の

弱い人が追い詰められたときに選び得る選択

肢として石川准『アイデンティティ・ゲーム』

に登場する四類型の一つである．この「開き

直る」について別なところでは石川は「死に

物ぐるいのやせがまん」と表現している．そ

れは「自分はこれでいいんだ」と頑張ってみ

るような選択であるが，苦しい選択に他なら

ない．例えば，中途失明の視覚障害者の場合，

いわゆる「犬喰い」をするようになった自分
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を「これでいいんだ」といつまで言い続けら

れるものだろうか．どこかでそのような自分

を嫌悪してしまうということが起きてくるか

ら辛いだろう．「やせがまん」である以上，ど

こか無理があるといえる．

そのような「開き直る」ことの難しさがよ

くわかっているからこそ，伊藤はその一歩手

前にある「ひがむ」という態度に着目してみ

たのだと思われる．伊藤の指摘するように「ひ

がむ」とは「開き直る」に比べれば，個人の

内面で沸き起こっている気持ちに対しては正

直な態度なのでこの意味での無理は生じてい

ないだろう．伊藤は「「ひがむ」という感情は，

考えようによっては時として自分と社会との

関係といいますか，つながりというのが如何

に強烈であって，だれもそこから逃れられな

い，高みから見ることが出来ないんだという

こと再確認させる効果を持つ」とも述べてい

る．このような視点は興味深く思われる．

しかしどうだろう．「ひがむ」という態度は

やはり当人にとって苦しいであろうし，自分

の劣位性を反省的に受け止め切れていないか

らこそ苦しいのではなかろうか．そこからす

ぐさま何か当人にとってよりよい生き方につ

ながるものが生まれてくるかとなるとやや難

しいのではないかという気がしてならない．

「ひがむ」という態度に着目したことと関連

してだろうが，伊藤はこの報告で中村うさぎ

の著作や実践に言及しており，中村の生き方

に何か可能性を見い出そうとしているように

思われる．中村は自らが買い物依存症である

ことをカミングアウトすることでデビューし

たライターだが，その後も美容整形によって

自分の顔へのコンプレックスを解消しようと

した体験，風俗嬢となってみた体験などを

次々と紹介する本を出している．自らの生き

づらさを隠すことなく表明している点では確

かにユニークな存在だが，結果的には消費社

会が作り出す欲望の構造にからめとられてし

まっているとはいえないだろうか．北原はこ

れに対して「中村さんのやってらっしゃるそ

の建前の浅はかさというか薄っぺらさみたい

なことがすごくいや」と述べているが，私は

この点については，北原の言い分に共感する

ものを感じた．

それではどうしたらよりよい生き方への展

望が見えてくるのであろうか．「ひがむ」は立

場の弱い人がとりやすい自然的態度であるか

らそこを重視する伊藤の立場はわかるのだ

が，それよりも「開き直る」態度のほうに潜

むさまざまな可能性にもっと目を向けたほう

がいいのではないだろうか．もっと詳しく言

えば，「やせがまん」的となる「開き直り」で

はなく，もっとさばさばとした，つきぬけた

形での「開き直る」という姿勢から生まれて

くるものがありはしないだろうか．私は基本

的にそのようなことを考えている．

例えば，石川は，在日の人たちが日本社会

に適応すべく「印象操作」や「身元隠し」を

重ねつつ，他方では身内の前ではいかにもそ

れらしくふるまう人たちの「晴れ晴れとしな

い自分」に触れている．ジレンマに直面し晴

れ晴れとせずに悩み続けるからこそ価値があ

る．「ひがむ」の卑俗さとこれは別次元のもの

と思われる．悩み迷いつつ問題から逃げずに

まっすぐに生きようとするから見えてくる境

地というものはあるのではないだろうか．

中村うさぎに対して北原はナンシー関の生

き方を対置している．ナンシー関は規格外の

身体である自分に対してのプライドを持って

いるのだと北原はいう．北原が紹介していた

通り，ナンシー関は伏見憲明の編集する『クィ

ア・ジャパン３，魅惑のブス』に掲載の「魔

女会議」という座談会に登場しているが，そ

の発言を追うと，マイノリティとして卑屈に

ならずに「そこでは生きない」と自信を持っ

ている人の余裕を見て取ることができる．ナ

ンシー関について伊藤は「ひがみ」とは無縁

の人と表現しているが，「ひがみ」とは全く別

次元の世界を楽しく生きている人というほう
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がより正確だろう．開き直りつつ降りる，し

かし自分のプライドを捨てないという生き方

に私は魅力を感ずる．

４－３．「クィア宣言」的生き方への誘い

また『クィア・ジャパン３，魅惑のブス』

に伏見が書いたプロローグにある「クィア宣

言」とでも言うべき言葉は，北原がナンシー

関を引き合いに出してこの研究会の場で伝え

たかったことと大いに重なるように私には思

われるので以下に引用して補足しておく．

「クィア」とはアイデンティティや帰属を

表す言葉ではない．

とりあえず「クィア・ジャパン」ではそう

いうことにしておこう．

「クィア」とは，人がいかに面白く，快く

生きていくことができるのかを追求してい

く上での，表現方法や価値観を反映した紐

帯である．

だから「ゲイ」や「レズビアン」でも自

己否定を他人に投影してやまないような連

中は，「クィア」には含まれない．あるいは

「ストレート」でも「マジョリティ」でも自

分自身を肯定的に楽しもうとしている人に

は，扉はいつでも開かれている．

どんな状況に置かれても自分を愛するパ

ワーを手放さず，その状況を打開していく

ための智恵を磨こうとしている人だけが，

「クィア」を自認する資格を得られる．

「クィア」な態度とは，世間の価値観や規

範に対して，思いも寄らなかった角度から

「補助線」を引いてみるようなことかもしれ

ない．

同じ図形を捉えるのでも，その補助線が

引かれることによって，まったく新しい道

筋から「解」へと到達できる．そのときの

ひらめきは，まさに非日常の快楽だろう．

「解」とは「快」のことでもある．

「クィア・ライフ」を生きるというのは，

そういう人生への態度を実践することだ．

どれだけ私たちの「生」を深く揺さぶりう

る「快」を獲得できるのか，

そのためにどれだけ鋭い補助線で日常を

切り取ることができるのか，

これはマイノリティの「生きがたさ」ばか

りでなく，あらゆる問題に転用することが

可能である．

そう，「クィア」をあらゆる人たちが利用

できる「生き方」に成熟させることができ

たときにこそ，私たちはただの「少数者」

や「被差別者」から，最高にイカす「変態」

になることができるのだ．

「変態」とは，そういう栄光ある種族を呼

びならわすことにしようではないか．

北原が直面した近隣住民からのバッシング

が好例だが，ここに伏見のいう「クィア」を

認めようとはしない人たちは多い．彼らはた

ぶん「快」を感じていない．だからこそ北原

のように自分の欲望に正直に自由に生きてい

る人に対して腹が立ってしまうのだろう．

伏見の文章に触発されて言っておくが，「晴

れ晴れとしない自分」を引き受けることで築

かれるアイデンティティという先の表現は

「どれだけ私たちの「生」を深く揺さぶりうる

「快」を獲得できるのか」というように考えた

ほうがよりはっきりするのかもしれない．「悩

みつつ生きている自分」をごまかさずに直視

した先に開けてくる「開き直り」の世界，そ

こには高貴な生への可能性が宿っているとい

えるのではなかろうか．

今回の研究会で北原が使った「フェミの妖

精」という言葉が今でも私には印象に残って

いる．フェミニズムとしての規範的なあり方

を守らせようという見えない力が働いている

ことを「フェミの妖精の囁き」と北原は表現

した．そして「あなたの周りにも『フェミの

妖精』っていませんか」と問いかけている．常

識の縛りを解いてもっと自由に生きましょう
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という提案だったのでは，と私は受け止めて

いる．「きらきらとした希望」を北原と共に

探っていきたいと思う．

「ひがむ」に注目し，いわゆるエリートの

フェミニズムとは異なる視点を提示した伊藤

の問題提起も私には随分刺激的だった．例え

ば，言及のあった田中美津のあぐらの話題な

ど以前に私自身が論文で引用したことのある

ものだったからなじみ深かった．迷いながら，

矛盾を感じながらマイノリティの社会運動は

前に進もうとする．「ひがむ」という態度設定

への評価は異なるものの，簡単に降りられな

い女の生きづらさに着目しようとした伊藤の

眼力の鋭さには敬意を表したい．

なお，最後に記しておくと，社会臨床研究

会は，札幌学院大学にて2006年２月２日に第

１回，キム・ミョンガンを報告書とした「セ

クシュアリティの近未来を予測する」，2006

年５月27日に第３回，渋井哲也を報告者とし

た「ネットをめぐる人間関係論」を開催して

いる．いずれも学内外の研究者と学生，およ

び市民の方々が参加して盛況となった．この

両報告を基にした原稿は，北原の「オンナを

楽しく生きる」と同様，井上芳保編著『セッ

クスという迷路――セクシュアリティ文化

の社会学』（2008年刊行予定，長崎出版）に収

録されることになっている．キムの報告は「楽

しいセックス体験が社会を変える」と改題し

た．

（本研究は，日本経済社会研究財団の助成によ

る「ＳＭ系メディアによる「癒し」に関する

社会臨床学的基礎研究」（研究代表者井上芳

保）の成果の一部である．）
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